
























































































ID 面接時間分　秒 性 年齢 同居人数 同居者 学歴
＊１ 学歴年数 現在の仕事 治療中の疾病有無 噛み具合
＊２ 高次の
生活機能
 1 SY 30m37s 女 76 2 配偶者 2 10 無職 あり 2 13
 2 YM 30m29s 男 65 2 配偶者 4 14 勤め あり 1 11
 3 MK 53m47s 女 82 2 配偶者 1 8 無職 あり 1 11
 5 FN 34m51s 女 71 4 配偶者・息子 1 9 無職 なし 1 12
 6 FM 31m42s 女 81 2 息子 2 10 無職 あり 1 12
 8 TM 38m54s 女 81 1 一人暮らし 3 12 無職 あり 1 11
 9 NH 41m04s 男 74 5 配偶者・息子・娘・孫女 3 14 勤め あり 2 13
10 FS 34m26s 女 82 2 息子 1 6 その他 あり 1 13
11 HM 42m46s 女 63 2 配偶者 3 12 無職 あり 1 13
12 KT 38m21s 女 73 1 一人暮らし 3 14 無職 あり 2 11
13 TF 41m14s 男 87 1 一人暮らし 3 17 無職 あり 2 13
14 RK 40m44s 男 68 3 配偶者・息子 2 12 無職 あり 2 11
16 EH 35m31s 男 60 3 配偶者・娘 2 12 無職 あり 1 13
17 JY 40m24s 女 62 1 一人暮らし 2 12 無職 なし 2 11
18 AI 44m50s 男 72 2 配偶者 3 16 無職 なし 2 13
19 MO 47m15s 女 69 2 配偶者 1 9 無職 なし 1 12
20 CE 41m29s 女 72 2 配偶者 1 9 無職 なし 1 13
21 HS 34m54s 女 78 2 配偶者 3 13 無職 なし 2 13
22 HS 36m08s 男 78 6 配偶者・娘・孫男・孫女 3 不明 無職 あり 2 11
23 HI 34m04s 女 68 2 配偶者 1 9 勤め あり 1 12
24 MY 40m10s 男 62 2 配偶者 3 16 無職 なし 1 13
25 KM 48m53s 男 81 6 息子・娘・孫男・孫女 3 15 無職 あり 2 12
26 YM 39m00s 女 76 1 一人暮らし 2 12 無職 あり 2 10
27 NI 37m27s 女 74 4 配偶者孫女 1 9 自営業 あり 3 12
28 SI 07m39s ＊３ 男 78 4 配偶者孫女 2 12 自営業 あり 1 12
29 IM 51m44s 女 84 7 娘・婿・孫男・孫女・曾孫 1 6 自営業 なし 2 12
30 NM 30m47s 女 64 2 配偶者 3 14 無職 あり 1 12
31 NA 36m38s 女 69 2 配偶者 3 16 無職 なし 1 11
32 KA 34m53s 女 64 1 一人暮らし 3 14 無職 あり 2 13
33 MT 33m28s 男 64 1 一人暮らし 2 12 無職 なし 1 11







































































































＊１）各要素の定義は Sobal et al.（2006）と Furst et al.（1996）の研究を参考に設定した。
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